
ウィリアム・ウィルバーフォース

歴
れき

史
し

に残
のこ

る

偉
い

大
だい

な人
じん

物
ぶつ



ウィリアム・ウィルバーフォース
（1759-1833 年

ねん

）は、イギリスの政
せい

治
じ

家
か

、

博
はく

愛
あい

主
しゅ

義
ぎ

者
しゃ 1。奴

ど

隷
れい

貿
ぼう

易
えき

廃
はい

止
し 2

　運
うん

動
どう

の

リーダー。20 代
だい

半
なか

ばで回
かい

心
しん

して以
い

来
らい

、

政
せい

治
じ

家
か

を続
つづ

けるべきか、神
かみ

に近
ちか

い

静
しず

かな人
じん

生
せい

を送
おく

るべきかと問
と

うた。

友
ゆう

人
じん

たちは、自
じ

分
ぶん

の影
えい

響
きょう

力
りょく

を

良
よ

い目
もく

的
てき

のために使
つか

うべきだと

ウィルバーフォースに助
じょ

言
げん

した。

クリスチャンとしての道
どう

徳
とく

観
かん 3

　を

個
こ

人
じん

的
てき

にも 公
おおやけ

にも推
お

し進
すす

めたいという

願
がん

望
ぼう

と信
しん

仰
こう

が、生
しょう

涯
がい

を通
とお

して彼
かれ

が

改
かい

革
たく

を成
せい

功
こう

に導
みちび

いた土
ど

台
だい

となった。

１．博愛主義者：すべての人
ひと

を分
わ

けへだてなく愛
あい

することを信
しん

じ、人
ひと

々
びと

に幸
こう

福
ふく

をもたらすために慈
じ

善
ぜん

活
かつ

動
どう

などをする人

２．奴隷貿易廃止：奴隷の売
ばい

買
ばい

を法
ほう

律
りつ

でやめさせること

３．道徳観：個人や 集
しゅう

団
だん

に対
たい

して適
てき

切
せつ

な振
ふ

る舞
ま

いをするという方
ほう

針
しん



さっさと歩
ある

け、

奴
ど

隷
れい

たち！

1700 年
ねん

代
だい

後
こう

半
はん

の

奴
ど

隷
れい

貿
ぼう

易
えき

では、

何
なん

百
びゃく

そうもの船
ふね

を

使
つか

って何
なん

千
ぜん

人
にん

もの

アフリカ人
じん

奴隷が

何
なん

百
びゃく

万
まん

ポンド

（イギリスのお金
かね

の

単
たん

位
い

）もの金
きん

額
がく

で

売
ばい

買
ばい

された。

アフリカ大
たい

陸
りく

のある海
かい

岸
がん



大
たい

西
せい

洋
よう

を渡
わた

る途
と

中
ちゅう

のいわゆる

「中
ちゅう

間
かん

航
こう

路
ろ

」で起
お

きていた

残
ざん

虐
ぎゃく

な行
こう

為
い

を知
し

る者
もの

は、

ほとんどいなかった。

アフリカ人
じん

の４人
にん

に１
ひとり

人は

そこで命
いのち

を落
お

としていたと

推
すい

測
そく

されている。

もうだめだ

・・・。

立
た

つんだ、

奴
ど

隷
れい

！



目
め

に物
もの

 見
み

せてやる！

やめてください、

お願
ねが

いです・・・



やれやれ。

夢
ゆめ

だったのか

・・・。

やめろ！

やめて
くださ

い、

お願
ねが

いです
・・・

ウィルバーフォースはそのことを知
し

り、深
ふか

く心
こころ

を痛
いた

めていた。



1787 年
ねん

10 月
がつ

の彼
かれ

の日
にっ

記
き

には、

「高
たか

い地
ち

位
い

にある者
もの

が抗
こう

議
ぎ

の

声
こえ

を上
あ

げ、国
こく

民
みん

の道
どう

徳
とく

観
かん

を

改
かい

革
たく

に導
みちび

く」必
ひつ

要
よう

が

あると記
しる

されて

いる。

４．鎮圧：何
なに

かをやめさせるために、

意
い

識
しき

的
てき

かつ強
きょう

制
せい

的
てき

な行
こう

動
どう

を取
と

ること

５．起訴：誤
あやま

った行
こう

為
い

をしている人
ひと

を法
ほう

的
てき

に訴
うった

えること

その後
ご

ウィルバーフォースは、彼の

生
しょう

涯
がい

の使
し

命
めい

の１つをこう要
よう

約
やく

している。

「万
ばん

能
のう

の神
かみ

はわたしに、奴
ど

隷
れい

貿
ぼう

易
えき

を

鎮
ちん

圧
あつ 4

　するようにとの使命を

お授
さず

けくださった。」

1788 年 5 月、ウィルバーフォースは

議
ぎ

会
かい

に、奴隷貿易を起
き

訴
そ ５するという

動
どう

議
ぎ

を提
てい

出
しゅつ

したが、却
きゃっ

下
か

されてしまった。



農
のう

場
じょう

主
ぬし６

　、事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

、船
ふね

の所
しょ

有
ゆう

者
しゃ

、さらには国
こく

王
おう

までもが、その運
うん

動
どう

に

反
はん

対
たい

した。奴
ど

隷
れい

制
せい

度
ど

廃
はい

止
し

を唱
とな

える者
もの

たちは、危
き

険
けん

な急
きゅう

進
しん

論
ろん

者
しゃ

だと

思
おも

われていたのだ。

それでも、ウィルバーフォースはあきらめることを拒
こば

んだ。そして

1791 年
ねん

にも奴
ど

隷
れい

貿
ぼう

易
えき

反
はん

対
たい

議
ぎ

案
あん

を提
てい

出
しゅつ

したが、それも否
ひ

認
にん

された。

1792 年に廃
はい

止
し

法
ほう

案
あん

を提
てい

出
しゅつ

した時
とき

も結
けっ

果
か

は同
おな

じであった。1793 年も

同じだった。そしてさらに、1797 年、1798 年、1799 年と続
つづ

いた。

1804 年と 1805 年もだった。

６．農場主：プランテーションと呼
よ

ばれる大
おお

きな農場を所
しょ

有
ゆう

する人
ひと

ウ～
フン



しかしながら、廃
はい

止
し

論
ろん

者
しゃ

たちの

努
ど

力
りょく

は少
すこ

しずつ一
いっ

般
ぱん

からも

支
し

持
じ

されるようになり、1807 年
ねん

、

ついにイギリス全
ぜん

土
ど

における

奴
ど

隷
れい

貿
ぼう

易
えき

禁
きん

止
し

法
ほう

が議
ぎ

会
かい

を

通
つう

過
か

した。

ウィルバーフォ
ースは

喜
よろこ

びの涙
なみだ

を流
なが

した。

だが、彼
かれ

は満
まん

足
ぞく

したわけではなかった。次
つぎ

に

ウィルバーフォースは、より大
おお

きな論
ろん

争
そう

点
てん

へと

思
おも

いをはせた。すべての奴隷を解
かい

放
ほう

することだ。

おめでとう、

ウィリアム！

まだ

 不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

だ！

いたるところにいる

奴
ど

隷
れい

たちを

解
かい

放
ほう

しなくては！

奴
ど 隷

れい

制
せい

度
ど

　反
はん

対
たい

！

奴隷制度反対　

奴
ど

隷
れい

制
せい

度
ど

反
はん

対
たい

！
奴隷制度

　反対！



７．奴隷制度廃止法、または

奴
ど

隷
れい

解
かい

放
ほう

法
ほう

令
れい

は 1833 年に発
はっ

布
ぷ

され、

イギリス全
ぜん

土
ど

で奴隷制が廃
はい

止
し

された。

これにもまた、不
ふ

屈
くつ

の精
せい

神
しん

を

要
よう

した。けれども 1833 年
ねん

の夏
なつ

、

ついに奴
ど

隷
れい

制
せい

廃
はい

止
し

法
ほう 7 案

あん

が

議
ぎ

会
かい

を通
つう

過
か

。その３日
か

後
ご

に、

ウィルバーフォースは天
てん

に

召
め

された。



もし君
きみ

がウィルバーフォースの

立
たち

場
ば

にいたら、どうする？　

自
じ

分
ぶん

はたった１
ひとり

人の人
にん

間
げん

に

過
す

ぎないから、何
なん

の役
やく

にも

立
た

たないと思
おも

うかい？

考
かんが

えてみよう：



それとも、神
かみ

が君
きみ

の味
み

方
かた

なら、不
ふ

可
か

能
のう

なことは何
なに

もないと信
しん

じるかい？

ウィルバーフォースは１
ひとり

人の人
にん

間
げん

に過
す

ぎなかったけど、神の塗
と

油
ゆ

によって、当
とう

時
じ

の世
せ

界
かい

を変
か

えたね。

神がウィルバーフォースを用
もち

いて数
かぞ

え切
き

れないほどの人
ひと

々
びと

の心
こころ

と人
じん

生
せい

を変
か

え、こんなに大
おお

きなちがいを

もたらすことができたなら、主
しゅ

は君の人生に、どんな特
とく

別
べつ

なご計
けい

画
かく

と目
もく

的
てき

を持
も

っておられるだろうね！



イエス様
さま

、一
いっ

見
けん

困
こん

難
なん

な状
じょう

況
きょう

でもおそれないように

助
たす

けてください。あなたがそばについていて

くださるなら、すべてのことが可
か

能
のう

だと信
しん

じます。

ですからどうか、わたし（ぼく）の人
じん

生
せい

にあなたが

用
よう

意
い

しておられる計
けい

画
かく

を全
まっと

うするための勇
ゆう

気
き

と

決
けつ

意
い

を与
あた

え、塗
と

油
ゆ

してください。

祈
いの

り：
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